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広 報

▲ウォークラリーin阿蘇
(6ページに関連記事掲載 )

人□の動き
(9月 4日現在)

世帯数 2,528(-3)

晃 ″ヽ
/1

■  `り 蕊
..a..a..a..a..4..a.. a.. a.. a.. a..a..a.. a..4..4..a..a..o..a..a..4..4..

〔ごまケーキ〕

０

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
・
●

・
・
●

・
ｏ
●

・
ｏ
●

・
・
０

・
ｏ
●

・
ｏ
●

・
・
●

・
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
・
０

・
・
●

・
ｏ
●

・
・
０

・
ｏ
●

・
ｏ
●

・
・
０

・
・
０

・
・
Ｏ

ｏ
・
●

●
・
ｏ
●
・
・
Ｏ
ｏ
ｏ
●
・
・
０
・
・
Ｏ
ｏ
・
Ｏ
ｏ
・
●
・
・
Ｏ
ｏ
ｏ
●
・
・
Ｏ
ｏ
ｏ
●
・
・
●
・
ｏ
●
・
・
●
・
・
Ｏ
ｏ
・
０
・
・
０
・
ｏ
●
・
・
●

10
月 5日 発行
・F患2-1174

●  ●

●  ●

平成 5年 10

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111

薄力粉
ベーキング/｀ ウダー

作

り

万

①
黒
砂
糖
と
は
ち
み
つ
を
煮
て
溶

か
す
。

②
バ
タ
ー
は
よ
く
練
り
、
砂
糖
を

加
え
充
分
に
練
る
。

③
溶
き
卵

・
卵
黄
を
少
し
づ
つ
加

え
て
混
ぜ
、
①
と
黒
ご
ま
、
す

り
ご
ま
、
す
り
お
ろ
し
た
レ
モ

ン
の
皮
を
混
ぜ
込
む
。

④
②

・
③
に
薄
力
粉
、
ベ
ー
キ
ン

グ
パ
ウ
ダ
ー
、
塩
を
さ

っ
く
り

と
混
ぜ
る
。

⑤
型
に
流
し
込
み

一
六
〇
度
の
オ

ー
ブ
ン
で
３５
～
４０
分
焼
き
ま
す
。

■
一「

‐■ヽ

｀｀■

講  評

手をかけ、また、いろんな品を加えてあり、よ

い品だと思いますが、カロリーが高くなりがちで

す。食べる量に注意しましょう。

ごまの味が生かされています。

.a..a..a..a..a..a..a..a..a..a.. a..a..a..a..ar.a..4..4..4..4..4..4.. o

編

集

後

記

戦
後
最
大
級
の
台
風
が
接
近
、

九
州
を
直
撃
の
報
に
、　
一
昨
年
の

台
風
符
号
の
脅
威
づ
蘇
る
。
大
型

で
強
い
台
風
も
＼
九
州
上
陸
時
に

は
中
型
に
な
っ
た
も
の
の
鹿
児
島

に
上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
＼
九
三

〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で
昭
和
二
十

六
年
以
来
、
第
二
室
戸
台
風
、
伊

勢
澄
台
風
に
次
い
で
観
測
史
上
三

番
目
の
強
さ
と
が
。
▼
最
も
コ
ー

ス
に
近
な
っ
た
本
町
東
部
は
、
雨

に
よ
る
被
害
ど
多
＜
発
生
し
た
。

上
津
留
地
区
で
は
、
民
家
に
上
砂

が
流
れ
込
み
＼
危
う
＜
難
を
逃
れ

た
所
も
あ
る
。
地
元
の
人
も

「
風

よ
り
も
雨
が
激
し
か
っ
た
」
と
＼

自
然
の
脅
威
に
驚
か
さ
れ
た
と
い

う
。
▼
九
月
に
は
、
本
町
で
全
国

大
会
が
二
回
あ
り
、
行
事
が
目
白

押
し
。
九
月
九
日
か
ら
二
日
間
催

さ
れ
た
第
六
回
全
国
分
水
嶺
（界
）

サ
ミ
ッ
ト
で
は
＼
約
干
百
人
ご
会

場
を
埋
め
た
パ
サ
ミ
ツ
ト
の
詳
し

い
内
容
は
＼
サ
ミ
ツ
ト
特
集
号
を

後
日
発
行
）
ま
た
、
二
十
五
日
か

ら
二
日
間
、
全
国
勤
労
者
ふ
る
さ

と
交
流
会

（ウ
ォ
ー
グ
ラ
リ
ー
）

が
行
わ
れ
＼
初
秋
の
阿
蘇
を
楽
し

ん
だ
。高

森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
意
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
志
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

男

女

総 数

(― フ)

(-9)
(-16)

(1)

也

ヱ

金

ミキ

尻

斐

野

甲

子

賞

美

福

九尻

永

野

冨

森

切

高

下

子

ミ

雄

ル
　
ヤ

士

ハ
　
ツ

富

藤

井

松

後

瀬

高

志

稀

子

敬
　
　
幸

藤

井

松

後

瀬

高

見

尻

森

色上

野

高

ヨ

康

キ

隆

谷

田

熊

本

子

子

杏

代千

崎

田

松

本

留

ユ■

津

高 森 大谷 」[開  大谷 キワ 95

(住所) (遺 族) (死 亡者)(年齢)
高 森 本田イツ子 本||1 久人 71

ありがとうこざいまし

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉野尻九美子

本田千代「
、高松幸子、

敬志

く病気見舞返礼〉古良山ムツ

〈一般寄付〉岩下政義

灯嗜 ヨ

さんの三男

さんの三男

さんの長女

(敬称略)
お<やみ
もうしあげます

(1993 8ブ」づそ|1分 )

赤 ち や ん

たんじよう

1li  一

恵弥子

錦 也
小百合

栄 次
博 子

小林 堅大ちゃん
(高 森)7・ 27生

普原 健真ちゃん
(高 森)8・ 15生

村上しおりちゃん

(色  見)8・ 20生

た (敬称略)

、大谷正開、

瀬井稀、後藤

出
●

■
■

(12)

材料 (4人分)

l.Ill秒 料i                30g
はちみ つ́          大 2

パ ター               150g
砂糖
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お 知 ら せ

お
め
で
と
り

金
婚
夫
婦

十

一
組
を
表
彰

今
年
は
、
昭
和
十
八
年
に
結
婚

さ
れ
た
藤
川
稔
さ
ん

・
マ
キ
エ
さ

ん
夫
婦
を
は
じ
め
、
次
の
十

一
組

の
方
々
が
金
婚
夫
婦
の
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

九
会
場
で
盛
会
に
敬
老
会

町
で
は
、
長
い
月
日
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
お
年

寄
り
に
感
謝
と
尊
敬
の
心
を
表
そ

う
と
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
対
象
に
、
町
内
九
会
場
で
敬

老
会
を
開
き
ま
し
た
。

毎
年

『
敬
老
の
日
』
を
中
心
に
、

婦
人
会
と
共
催
し
て
行

っ
て
い
る

も
の
で
、九
月
十
四
日
午
前
十

一
時

か
ら
開
か
れ
た
色
見
地
区
の
敬
老

会
に
は
五
十
三
人
の
お
年
寄
り
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
村
町
長
が

「
こ
れ
か

ら
の
社
会
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に

単
に

『
長
寿
』
を
目
指
す
の
で
は

家
庭
や
外
出
先
で
、　
コ
ー
ヒ
ー

や
ジ

ュ
ー
ス
、
調
味
料
の
染
み
を

服
に
つ
け
て
し
ま

っ
た
―

―
こ
の

よ
う
な
経
験
を
し
た
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
簡
単
に
で

き
る
染
み
抜
き
を
紹
介
し
ま
し
よ

う
。「染
み
は
こ
す
ら
ず
に
た
た
く
」

が
原
則
で
す
。
染
み
が

つ
い
た
ら
、

す
ぐ
そ
の
箇
所
の
下
に
厚
い
タ
オ

ル
を
当
て
ま
す
。
そ
し
て
、
水
で

濡
ら
し
た
布
で
周
り
か
ら
ト
ン
ト

ン
と
た
た
き
、
汚
れ
を
下
の
タ
オ

ル
に
移
し
ま
す
。

染
み
は
お
酒
や
お
茶
を
こ
ぼ
す
、

な
く
、
更
に

一
歩
進
め
て

『
長
寿

を
喜
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
』
を

目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
」
と
激
励
。
こ
の
後
、

敬
老
年
金
の
贈
呈
、
金
婚
夫
婦
に

熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
状

と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
敬

老
者
を
代
表
し
て
井
上
の
住
吉
早

美
さ
ん

（７５
）
が
、
音
の
思
い
出

話
を
ま
じ
え
謝
辞
を
述
べ
て
閉
会

し
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

三
組
を
町
か
ら
表
彰

苦
楽
を
共
に
６０
年
。
高
森

。
上

在
の
佐
藤
剛

。
キ
ヌ
さ
ん
夫
婦
を

は
じ
め
三
組
の
方
々
に
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
表
彰
が
、
町
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
　
　
剛
さ
ん

（８６
）
高
森

キ
ヌ
さ
ん

（７９
）

上
在

岩
下
　
里
至
さ
ん

（９２
）
高
森

ウ
メ
ト
さ
ん

（８３
）
　

昭
和

後
藤
　
忠
秋
さ
ん

（８２
）
河
原

ミ
チ
さ
ん

（８０
）
　

河
原

口
紅
が

つ
く
、
泥
が
跳
ね
る
―

―

な
ど
が
原
因
で
つ
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
家
庭
で
手
軽
に
使
え
る
染
み

抜
き
剤
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ

イ
プ
に
合

っ
た
液
を
、
ふ
だ
ん
か

ら
そ
ろ
え
て
お
く
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

含
ま
せ
、
先
の
要
領
で
汚
れ
を
下

の
タ
オ
ル
に
移
し
ま
す
。
要
は
早

く
処
理
す
る
こ
と
で
す
。
外
出
先

で
汚
し
と
き
は
、　
ハ
ン
カ
チ
な
ど

を
水
で
濡
ら
し
て
手
早
く
た
た
き
、

家
に
帰

っ
て
か
ら
染
み
抜
き
を
し

十
，
し
よ
オリ
。

で
泥
を
は
じ
い
て
取
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
薄
く
染
み
が
残
る
よ
う
で

し
た
ら
、
お
湯
に
洗
剤
を
溶
か
し

て
ふ
き
取
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
簡
単
に
染
み
抜
き

が
で
き
る
薬
品
や
洗
剤
な
ど
が
出

回

っ
て
い
ま
す
が
、
生
地
の
種
類

や
加
工
の
仕
方
に
よ

つ
て
は
、
色

が
変
わ

っ
た
り
生
地
を
傷
め
た
り

す
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
裏
地
な
ど
で
テ
ス
ト
を
し
て

か
ら
、
使

っ
て
み
た
ほ
う
が
い
い

で
し
ょ
う
。

鶉

●  ●

●  ●

中

　

・
今
　
村

53人のお年寄りが出席した色見地区敬老会

宇藤 良三さん(78)
マユさん(70)
(高森・旭通 )

松田 武熊さん(78)
ミヨコさん(70)
(高森・横町 )

中川 清澄さん(70)
俊子さん(69)
(高森 。上町)

津留 貞利さん(76)
セキ子さん(76)
(高森・横町)

山室 忠徳さん(75)
フミさん(74)
(色見・西丁)

藤川  稔さん(69)
マキエさん(73)
(高森 。上在)

後藤 武義さん(77)
ヨリ巧卜さん(73)
(高森・横町)

岩下 清則 さん(74)
ヨミ子 さん(68)
(色見・山鳥)

木崎 國廣 さん(74)
スイ子さん(72)
(高森・下町)

鼈灘

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
ジ

ュ
ー
ス

や
し
よ
う
ゆ
な
ど
の
染
み
抜
き
に

は
、
薄
め
た
酢
酸
液
や
ア
ン
モ
ニ

ア
液
を
使
い
ま
す
。
油
の
染
み
抜

き
に
は
ベ
ン
ジ

ン
。
日
紅
や
香
水

の
染
み
抜
き
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
液
を
布
に

泥
跳
ね
は
、
手
早
く
処
理
を
し

よ
う
と
も
ん
だ
り
こ
す

つ
た
り
す

る
と
、
泥
が
布
地
に
入

っ
て
取
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
泥
跳
ね
の
汚

れ
は
、
泥
を
十
分
に
乾
か
し
て
か

ら
と
り
ま
し
よ
う
。
乾
い
た
泥
を

歯
ブ
ラ
シ
で
落
と
し
、
裏
か
ら
指

兒
　
玉
　
　
　
修

ン

．

さ
ん

(19)

☆ 仕事は楽しいですか
職場の周りが楽しい人達で、仕事は楽

しくやっています。動くのが性にあって

いるので、自分に合った仕事だと思って

います。

☆ 今、いちばんや りたいことは

りんごでアップルパイを作ってみたい。

☆ どんな町になつてほしいですか。

道路事情がもっと良くなってくれれば

と思う。

(11)

く )

①中川原団地外 3件道路補修工事 (工期  9月
17日 ～12月 20日 )

6,636,000円 閉草村道路建設工業
②黒岩 。大戸ノ回線道路舗装工事 (工期  9月
17日 ～12月 25日 )

10,260,000円 閉増   永   組

「
こ
す
ら
ず

に
た
た
く
」
が
原
則

一一●
〓
●
一

ρ
°

ハ

１０
月
１０
日
　
立
　
野
　
病
　
院

密
③
０
１
１
１

１０
月
＝
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

１０
月
１７
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
２
０

１０
月
２４
日
　
平
　
田
　
医
　
院

富
②
０
２
１
６

１０
月
３１
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

１１
月
３
日
　
東
　
　
医
　
　
院

困
②
０
３
０
９

１１
月
７
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

‐)

ヽ

岩下 武光さん(78)
ヤス子さん(72)
(高森・冬野 )

(2)

甲斐 正志さん(81)
タマエさん(77)
(津留・津留 )

診療は午前 9

時か ら午後 5

時まで

■ ■

■■

簡
単
染に
みで
抜き
きる

Jaz 1-)v
■勤務先

■趣 味
■血液型

JA阿蘇南高森中央支所
玉打ち (ゴルフ・パチンコ)

明るい性格A型

結オL
十

八

輪

Ｌ
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「
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メ
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の
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年
　
　
金

二五 ノヽ
ロロ 7=

国
民
体
育
大

愛

称

・
標

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１０
月
２７
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

平
成
Ｈ
年

（
一
九
九
九
年
）
に
、

第
５４
回
国
民
体
育
大
会
が
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
誰
か

ら
も
親
し
ま
れ
、
新
し
い
く
ま
も

と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
団
体
の

「愛

称
」
と

「標
語
」
を
広
く
県
内
か

ら
募
集
し
ま
す
。

く
ま
も
と
国
体
の
め
ざ
す
も
の

◆
す
べ
て
の
人
が
感
動
と
喜
び
を

わ
か
ち
あ
う
祭
典
と
し
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
を
整
え

ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
と
も
て
な
し
の
心
あ

ふ
れ
る
運
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
が
根
づ
い
た
、
健
康

で
豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

■
募
集
内
容
／

「愛
称
」
は
、
誰

か
ら
も
親
し
ま
れ
呼
び
や
す
い
、

こ
の
大
会
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
。

「標
語
」
は
、
こ
の
大
会
の
あ
る

べ
き
姿
を
簡
潔
に
表
す
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
。

■
応
募
期
間
／
１０
月
・０
日

（日
）

か
ら
１１
月
３０
日

（火
）
ま
で

（締

切
日
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法

備
え
付
け
の
は
が
き

（ま
た
は

官
製
は
が
き
）
１
枚
に
つ
き

「愛

称
」
、
も
し
く
は

「標
語
」
の
い
ず

れ
か
１
点
を
明
記
し
、
そ
の
簡
単

な
説
明
を
付
け
加
え
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

性
別
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
１
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
違
う
作
品
に
限
り
ま

す
。
■
営
【

最
優
秀
賞
　
各
１
点
　
十
万
円

優
秀
賞
　
　
各
３
点
　
二
万
円

全
応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

・０
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ

グ

ツ
ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
発
表

・
表
彰
／
最
優
秀
賞
及
び

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
発
表
は
新
聞
紙
上
に
て
平

成
６
年
３
月
末
、
表
彰
は
平
成
６

年
７
月

（予
定
）
に
行
い
ま
す
。

■
応
募
問
い
合
わ
せ
先
／
〒
８
６

０
　
熊
本
市
南
千
反
畑
４
１
３３

第
５４
回
国
体
「愛
称

・
標
語
募
集
」

係

（
８
０
９
６

・
３
５
４

。
１
９

９
９
）

こ
れ
ま
で
、
町
役
場
町
民
係
、

草
部

・
野
尻
出
張
所
で
行

っ
て
い

た
、
し
尿
汲
み
取
り
及
び
浄
化
槽

清
掃
の
受
付
け
が
、
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
変
更
日
／
１０
月
１
日

■
申
し
込
み
先
／
同
大
阿
蘇
清
掃

社

（
８
０
９
６

・
２
７
９

・
３
２

２
０
）

■
受
付
時
間
／
午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

（
日
曜

・
祭
日

は
休
み
）

■
料
金
の
支
払
／
こ
れ
ま
で
通
り

汲
み
取
り
後
の
支
払
い
と
し
、
不

在
等
の
場
合
は
郵
便
振
替
票
で
近

く
の
郵
便
局
か
ら
払
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
役
場
で
の
預
か
り
は
し
ま

せ
ん
。

９
月
４
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、

集
配
郵
便
局
の
郵
便
窓

口
も
休
業

し
ま
す
。
速
達
郵
便
物
等
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。
日
曜
日
及
び

休
日
が
連
続
す
る
場
合
の
休
日
に

つ
い
て
も
、
１０
月
１１
日
か
ら
休
業

し
ま
す
。
１２
月
３１
日
に
つ
い
て
は
、

集
配
郵
便
局
の
郵
便
窓
口
を
除
き
、

曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

窓

口
を
休
業
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
立
正
福
社
会
高

森
寮
で
は
、
恒
例
の
福
祉
ま

つ
り

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
／
１０
月
１０
日
午
前
Ｈ
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
寮

今
年
も
、
元
プ

ロ
野
球
選
手
の

田
尾
安
志
さ
ん
を
招
い
て
野
球
教

室
を
開
き
、
講
話
及
び
技
術
指
導

を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
／
１１
月
１４
日
午
前
９
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

″
‐

「 Lp
′

し,

な

●  ●

●  ●

九
月
二
日
南
九
州
を
縦
断
し
た

中
型
で
強
い
台
風
１３
号
の
襲
来
は
、

本
町
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
観
測
史
上
二
番
目
の
強
さ
で
九

州
南
部
に
上
陸
し
た
台
風
は
、

コ

ー
ス
に
近
か

っ
た
津
留
、
尾
下
地

区
を
中
心
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残

し
、
自
然
の
怖
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ

つ
け
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
激
し
か

っ
た
津
留

・
上
津
留
地
区
で
は
、
河
川
の
水

が
溢
れ
住
家
が
浸
水
、
鉄
砲
水
で

納
屋
に
入
れ
て
あ

っ
た
乗
用
車
や

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
跡
形
も
無
く
川

に
流
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
色
見
小
学
校
校
舎
の
壁

や
民
家
の
屋
根
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
吹
き
は
ぐ
な
ど
風
に
よ
る
被

害
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

本
町
の
被
害
額
は
、
農
林
水
産

業
施
設
が

一
億
七
千
万
円
、
公
共

土
木
施
設
が

一
億

一
千
五
百
万
円

な
ど
総
額
約
二
億
八
千
七
百
三
万

六
千
円
に
の
ば
り
ま
す
。

家
屋
で
は
、
半
壊
が
二
件
、　
一

部
破
損
八
件
、
床
上

・
床
下
浸
水

が
十

一
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

増
水
に
よ
り
周
辺
を
削
り
取
り

広
く
な
っ
た
川

（川
地
）

風
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス

（色
見
）

強
風
で
壁
が
は
が
さ
れ
た
色
見
小
学
校

筑の谷川の氾濫により被害を受けた民家 (上津留)

民
家
の
中
は
土
砂
や
鉄
砲
水
に
よ
り
無
残
な
姿

(10)

台風13号

リサイクル商品を

利用しましよう !

私たち消費者が資源ゴミを分別

し、「1収 されても、企業が製品の

原料として使わなければ、それは

リサイクルされ′たことにはな りま

せん。

リサイクル社会を実現するため

には、消費者である私たちがリサ

イクル商品を理解し、積極的に利

用することが重要です。

熊本県 リサイクル推進県民会議

では、皆さんの近くのお店の協力

で、10月 7日 から10月 31日 まで「リ

サイクル商品利用促進キャンペー

ン」を実施 します。

皆さんもこの機会にリサイクル

商品 (再生紙、再生プラスチック

商品、再生アルミ商品等)を見直
し、利用する様心がけましょう。

リサイクル商品に関する詳 しい

ことは、熊本県廃棄物対策課 (096-

3811111内 5043)にお問い合わせ

ください。

し
尿
汲
み
取
り

受
付
け
先
変
更

郵
便
業
務
の
休
業

福

祉

ま

つ
り

野

球

教

室

10/15日 (金)10/25日 (月 )11/5日 (金)時間 9時～15時

お 知 ら せ

輻隋謳□璽圏
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□
平
成
五
年
第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
九
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
、
九
日
間
の
日
程
で
開
か
ね
ま
し
た
。

〈フ
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
四
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
の
ほ
か
、
平
成
五
年
度

一
般
会
計
に
三
億

一
干
八
百
万
円
を
追

加
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
十
議
案

（議
員
提
出
議
案
を
含

む
）
を
原
案
ど
あ
り
可
決
し
て
閉
会
し
誅
し
た
。

●

平
成
四
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

平
成
四
年
度

一
般
会
計
の
歳
入

四
十

一
億
二
千
六
百
万
円
、
歳
出

四
十
億
八
百
万
円
の
決
算
書
を
は

じ
め
、
国
民
健
康
保
険
、
簡
易
水

道
事
業
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
、
老
人
保
健
、
誘
致
工
業
用
地

取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
、
鉄
道

経
営
対
策
事
業
基
金
、
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
の
各
決
算
書

が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（詳
し
い
決
算
内
容
は
Ｈ
月
号
に

掲
載
）

災
害
復
旧
費
を
中
心
に

二
億
一
千
八
百
万
円
を
追
加

平
成
五
年
度

一
般
会
計
予
算
の

総
額
に
二
億

一
千
八
百
二
十
九
万

四
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
億

一

千
九
百
七
十
八
万
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
長
雨
に

よ
る
公
共
土
木

・
農
地
の
災
害
復

旧
工
事
、
日
本
た
ば
こ
産
業
高
森

原
料
事
務
所
跡
地
購
入

。
温
泉
館

建
設
予
定
地
の
用
地
購
入
の
公
有

財
産
購
入
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算
に

三
千
八
百
万
円
を
追
加

平
成
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
の
総
額
に
三
千
七
百

八
十
七
万
五
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
億
三
百
四
十

万
四
千
円
と
、
平
成
五
年
度
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予

算
の
総
額
に
四
十

一
万
三
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一

千
百
四
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

田
上
更
生
氏
を
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
後
藤
本
安

氏
が
、
九
月
二
十
日
を
も

つ
て
任

期
が
満
了
す
る
た
め
、
議
会
の
同

意
に
よ
り
田
上
更
生
氏
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

田
上
氏
は
、
大
字
尾
下
三
、
二

一
九
番
地
、
昭
和
二
十
五
年
八
月

十
五
日
生
れ
。

可
決
し
た
議
案

■
継
続
費
に
係
る
継
続
費
精
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
■
平
成
五
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
五
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
公
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
日
本
た
ば
こ
産
業
高
森
原
料
事

務
所
跡
地
）

■
公
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（温
泉
館
建
設
用
地
）

■
日

・
朝
国
交
正
常
化
の
早
期
実

現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
■
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

だヽ 〆ヽ √ヽ rヽ √ヽ rf「ヽ
「
ヽ√
´
ヽ

v＼ 、_ノ ゝノ Vた ノ Vし /Ψ

議会 だ よ り

教育委員会委員に

なられた田上さん

(4)

題「秋  風」

6年

穴見 朝子 さん

題「先  生」

3年

武田 福栄 さん
四
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

十
議
案
を
審
議
可
決

平成 4年度決算などが審議された定例会

´い担
任
の
岩
下
美
紀
先
生
が
ら
…

「
秋
風
」
の
よ
う

な
、
や
わ
ら
が
＜
や
さ
し
い
字
が
か
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も

一
生
懸
命
で
、　
一
文
字

一
文
字
丁
密
すに
書

い
て
い
ま
す
。

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

●  ●

二
人
三
脚
　
何
処
の
ゼ
ミ
で
も
仲
の
良
え

二
人
三
脚
　
ゴ
ー
ル
は
金
婚
式
だ

っ
た

二
人
三
脚
　
ま
だ
農
魂
な
死
ん
ど
ら
ん

よ
ろ
し
く
　
禁
酒
し
た
て
ち
書
き
添
ゆ
う

ピ
ン
チ
　
冷
夏
の
た
た
る
米
作
り

二
人
三
脚
　
夢
は
庭
付
き
マ
イ
ホ
ー
ム

よ
ろ
し
く
　
清
潔
政
治
し
て
み
す
る

見
直
し
て
　
間
取
り
が
欲
し
い
兎
小
屋

二
人
三
脚
　
社
名
も
太
う
書
き
替
え
て

見
直
し
て
　
鈍
振
わ
し
た
交
際
費

と
ん
ぼ
う
や
部
屋
に
と
び
込
む
町
に
住
み

巻
き
上
げ
る
怒
濤
の
ご
と
き
梅
雨
の
川

雨
風
に
不
出
来
の
胡
瓜
二
三
本

退
職
し
麦
藁
帽
の
日
を
過
ご
す

バ
ス
停
に
降
り
る
は
ず
み
の
西
瓜
割
れ

長
雨
に
試
練
き
び
し
く
台
風
に

奥
阿
蘇
の
花
野
の
花
も
消
え
て
ゆ
く

卜
Ｅ
〓
　
　
　
　
　
　
　
薔
リ

傷
レ
　

　

　

仁

．

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

野
尻
　
誓
道

阿
南
は
じ
め

草
村
　
鶴
代

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子
　
９

野
尻
　
里
女

草部南部小学校

将
＼

ヽ

マ

〆一　
担
任
の
伊
藤
律
子
先
生
が
ら
…
ち
よ
っ
ぴ
り
若
く
　
一

一　
描
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
髪
や
顔
、
よ
く
見
　
一

一　
て
い
讀
す
ね
。
と
＜
に
ベ
ル
ト
の
所
が
気
に
い
り
　
一

一　
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【書
´
　

　

・

・■
■
　
´́
′
ヽ

い

く
，

た

ふ

年

も
′ヽ
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♂
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人
権
作
文

「地
鳴
」
か
ら

人
権
学
習
を
終
え
て
思

っ
た
こ

と
、
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
前
か

ら
あ

つ
た
身
分
制
度
、
そ
し
て
解

放
令
、
水
平
社
宣
言
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
立
ち
上
が

っ

て
来
た
人
達
の
思
い
な
ど
し
ら
さ

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
時
間
目
の
学
習
時
間
に
は
「住

所
を
書
か
な
い
で
」
と
い
う
話
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
だ
そ
の

頃
に
は
、
私
も
部
落
差
別
が
な
ん

な
の
か
、
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
で
は
、
い
つ
、
だ

れ
が
、
ど
ん
な
理
由
で
始
ま

つ
た

人
権
学
習
を
終
え
て

上
が

っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

四
百
年
前
の
こ
と
な
の
に
、
未

だ
に
残

っ
て
い
る
差
別
。
な
く
な

つ
た
と
し
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
が
部

落
に
い
る
人
は
、
こ
わ
い
な
ど
と

思

っ
て
い
る
か
ら
未
だ
に
な
く
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
か
ら
今
ま
で
、
人
権
に

つ
い
て
学
習
し
て
き
て
思

っ
た
こ

と
は
、
や

っ
ぱ
り
差
別
を
う
け
て

き
た
人
は
、
ど
ん
な
に
き

つ
く
て

も
、

つ
ら
く
て
も
差
別
に
立
ち
上

が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
何
倍
も
頑

張

っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
だ

け
で
な
く
、
大
人
に
な

っ
て
も
、

ず

っ
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
以
外
で
も
肌
の

色
が
ち
が
う
だ
け
で
、
ち
が
う
日

で
み
ら
れ
て
い
る
差
別
も
あ
る
の

で
、
世
界
の
人
達
み
ん
な
で
考
え

て
い
き
た
い
。

ヽ

冒/1ンク・骨歴/1ンクOM

臓器の提供登録へ理解と協力を!! 高森中学校 3年

後藤 麻代 さん

の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

二
、
三
時
間
と
授
業
が
進
む
に

つ
れ
て
、
部
落
の
人
達
の
思
い
、

行
動
が
目
に
み
え
ま
す
。
も
し
私

が
そ
の
こ
ろ
の
人
だ

っ
た
ら
、
ま

た
部
落
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
ど
ん

な
こ
と
を
思

っ
て
い
た
の
か
考
え

る
と
、
た
え
き
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。そ
れ
で
も
、
く
じ
け
ず
、
差
別

に
立
ち
上
が

っ
て
い
っ
た
人
達
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
山
田
少
年
は
演
説

の
最
後
に

「人
の
世
に
熱
あ
れ
、

人
間
に
光
あ
れ
」
と
い
う
思
い
を

こ
め
た
言
葉
を
何
千
と
い
う
部
落

の
人
達
に
う

っ
た
え
、
大
人
も
子

ど
も
も
、
み
ん
な
差
別
に
立
ち
上

が

っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
達
が
い

る
の
は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
私
に
は
、
部
落
の
人
達
の

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
立
ち

考
え
て
み
て
＜
だ
さ
い
。
い
ま
、
難
病
に
苦
‐し
む
だ
れ
が

を
救
え
る
の
は
、
わ
た
し
か
も
し
れ
な
い
―

‐と
。

確
実
な
治
療
方
法
の
な
い
腎
不
全
や

一
刻
を
争
う
白
血
病
。

こ
ん
な
病
気
も
、
ケ
ー
ス
に
よ
つ
て
は
完
治
さ
せ
る
手
段
が

あ
り
ま
す
。
臓
器
移
植
で
す
。
腎
バ
ン
ク
や
骨
髄
バ
ン
ク
で

は
、
ま
だ
ま
だ
臓
器
の
提
供
登
録
者
が
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、

積
極
的
な
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
臓
器
移
植
の
″？
″

に
お
答
え
し
ま
す
。

人
工
透
析
を
続
け
て
も
、
病
気
そ
の

も
の
が
治
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

腎
不
全
を
克
服
す
る
根
治
療
法
は
、

唯

一
、
腎
臓
移
植
だ
け
な
の
で
す
。

な
ど
の
患
者
さ
ん
に
移
植
す
れ
ば
、

五
～
七
割
の
確
率
で
病
気
を
完
治
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
Ｈ
Ｌ
Ａ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

Ｈ
Ｌ
Ａ
は
わ
た
し
た
ち
が
個
別

に
も

っ
て
い
る
赤
血
球
の
型
で

す
。
骨
髄
移
植
は
、
患
者
さ
ん
と
提

供
者
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
合
わ
な
け
れ
ば

成
功
し
ま
せ
ん
。
非
血
縁
者
間
で
は
、

数
百
～
数
万
分
の

一
の
確
率
で
し
か

適
合
し
な
い
た
め
、
骨
髄
液
の
提
供

者
を
探
し
て
当
て
る
こ
と
は
極
め
て

む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
骨
髄
提
供
者
を
募
り
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
公
平
に
患

者
さ
ん

へ
骨
髄
を
提
供
し
て
い
た
だ

く

「骨
髄
バ
ン
ク
」
事
業
を
、
全
国

規
模
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
骨
髄
液
の
提
供
に
は
、
入
院
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
。骨
髄
液
の
採
取
は
全
身
麻
酔
を

か
け
て
行
わ
れ
る
た
め
、
三
～

四
日
の
入
院
が
必
要
で
す
。
骨
髄
液

は
採
取
さ
れ
て
も

一
か
月
ほ
ど
で
元

の
量
に
戻
り
、
提
供
者
の
骨
髄
機
能

に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

囲
骨
髄
移
植
推
進
財
団

ａ
Ｏ
三
―
三
二
五
五
―
五
〇
四

一
　

Ｄ

臓
器
移
植
全
般
に
つ
い
て
の
″？
″

Q
臓
器
提
供
は
無
償
で
行
わ
れ
る

の
で
す
か
。

臓
器
な
ど
の
移
植
は
、
あ
く
ま

で
善
意
の
申
し
出
か
ら
成
り
立

Aっ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
場
合
も
、
提

供
に
対
す
る
見
返
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臓
器
移
植
の
方
法
に
は
、
大
き

く
分
け
て
二
種
類
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
…
…
ｃ

生
体
移
植
と
死
体
移
植
の
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
骨
髄
は
生

体
移
植
で
行
わ
れ
ま
す
。　
一
方
、
腎

臓
は
ど
ち
ら
の
移
植
も
で
き
、
現
在
、

わ
が
国
で
行
わ
れ
て
い
る
腎
臓
移
植

の
約
四
分
の
一
が
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
臓
器
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
臓
器
移
植
に
は
適
合
性
が
あ
る

と
い
い
ま
す
が
…
…
。

移
植
は
だ
れ
か
ら
で
も
受
け
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
血
球
や
白
血
球
の
型
が
適
さ
な
い

と
拒
絶
反
応
を
起
こ
す
た
め
、
移
植

を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
は
、
自
分
に

適
し
た
臓
器
の
提
供
者
が
現
わ
れ
る

ま
で
手
術
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

腎
臓
移
植
に
つ
い
て
の
″？
″

六
ヽ
い
ｃ腎
バ
ン
ク
は
、
全
国
に
四
十

一

か
所
あ
り
ま
す
。
資
料
を
取
り

寄
せ
る
か
、
直
接
最
寄
り
の
腎
バ
ン

ク
を
訪
ね
て
説
明
を
受
け
、
十
分
に

納
得
し
た
う
え
で
登
録
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
死
後
、
ご

遺
族
の
同
意
を
得
て
移
植
は
行
わ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

田
腎
臓
移
植
普
及
会

富
〇
三
―
三
五
〇
二
―
二
〇
七

一

骨
髄
移
植
に
つ
い
て
の
″？
″

骨
髄
移
植
は
、
骨
の
移
植
と
は

違
う
の
で
す
か
。

骨
髄
と
は
、
腰
や
背
中
、
胸
の

骨
の
内
部
に
あ
る
ゼ
リ
ー
状
の

組
織
で
、
血
液
を

つ
く
る
と
こ
ろ
で

す
。
健
康
な
人
の
骨
髄
液
を
自
血
病

●  ●

●  ●

QQA透
析
を
受
け
て
い
る
方
た
ち
で
す
。

,

,

t

ど
の
よ
う
な
人
が
腎
臓
移
植
を

必
要
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

移
植
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、

慢
性
腎
不
全
と
な

っ
て
、
人
工

Q
腎
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録
か
ら
、
移

植
ま
で
の
手
続
を
教
え
て
く
だ

病 院

カ

QA

色
血■

〕ボ

Ъ ^
てシ

赤
血メ
島
珠

A

AQA

モ
ン
タ
ナ
便
リ
　
　
　
モ
ン
タ
ナ
州
ρ
ｂ
高
森

伝
統
的
な
ア
メ
リ
カ
気
質
田

カ
ナ
ダ
と
国
境
を
接
す
る
米

国
北
西
部
に
位
置
す
る
モ
ン
タ

ナ
州
は
、
西
側
に

ロ
ツ
キ
ー
山

脈
が
走

っ
て
お
り
、
多
数
の
岩

峰
が
連
立
し
て
い
る
。
州
名
は

ス
ペ
イ
ン
語
で
「山
の
多

い
州
」

の
意
。
中
部
か
ら
東
部
に
か
け

て
は
乾
燥
し
た
平
原
と
な

っ
て

い
る
。
気
候
は
寒
暖
の
差
が
あ
る
大

陸
性
気
候
で
あ
り
、
山
岳
地
帯

を
除
き
降
雨
量
は
少
な
い
。

当
州
は
、
ト
レ
ン
ジ
ヤ
ー
ス

テ
ー
ト

（宝
の
州
）
、
ビ
ッ
グ

ス

カ
イ

・
カ
ン
ト
リ
ー

（大
い
な

る
空
の
州
）
と
も
よ
ば
れ
、
豊

か
な
自
然
と
資
源
を
誇

っ
て
い

る
。
ま
た
、
米
国
で
最
初
の
国

立
公
園
と
な

っ
た
イ

エ
ロ
ー
ス

ト
ン
国
立
公
園
の
入
り
口
に
当

た
る
ほ
か
、
氷
河
と
湖
で
有
名

な
グ
レ
シ
ヤ
ー
国
立
公
園
が
あ

フ０
。州
の
成
り
立
ち
は
、

一
七
四

二
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
探
検
隊
が

後

藤

正

三

初
め
て
現
在
の
同
州
に
あ
た
る

地
域
に
入
り
、　
一
八
八
九
年
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
四
十

一
番

目
の
州
に
な
る
。
州
の
面
積
は

全
米
で
第
四
位
、
日
本
と
ほ
ぼ

同
じ
面
積
で
あ
る
が
、
人
口
は

約
八
十
万
人
で
日
本
の
約
百
五

十
分
の

一
で
あ
る
。

文
化
的
に
は
、
伝
統
的
な
ア

メ
リ
カ
気
質
が
色
濃
く
残

っ
て

お
り
、
米
国
人
か
ら
は
オ
ー
ル

ド

・
ウ

エ
ス
ト

（古
き
よ
き
西

部
）
、
リ
ア
ル

・
ア
メ
リ
カ

（真

実
の
ア
メ
リ
カ
）
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。

州
経
済
は
、
牛
肉

・
小
麦

・

千
草
を
中
心
と
す
る
農
畜
産
業

・
観
光
事
業

・
林
業
及
び
鉱
業

で
あ
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業

の
生
産
額
は

一
九
九
〇
年
は
過

去
最
高
で
あ
る
が
、
鉱
山
閉
鎖

等
第
二
次
産
業
の
低
迷
に
よ
り
、

州
経
済
全
体
と
し
て
は
停
滞
基

調
に
あ
る
。

AA

盪
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全
国
勤
労
者
ふ
る
さ

と
交
流
熊
本
大
会
が
九

自
分
の
健
康
度
を
チ
ェ
ツ
ク

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

身
体
の
状
況
や
、
体
力
の
程
度

を
測
定
し
、
健
康
づ
く
り
に
必
要

な
栄
養

・
運
動

・
休
養
に
つ
い
て
、

個
人
ご
と
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
が
九

月
二
十
七
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
保
健
所
が
行

っ
た
教
室
に

は
、
住
民
検
診
で
コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
が
高
か

っ
た
人
で
、
運
動
に
よ

っ
て
改
善
が
見
込
め
る
人
の
中
か

ら
、
希
望
者
約
２０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
教
室
で
は
、
血
液
検
査
の
後
肺

活
量
検
査
や
全
身
反
応
と
い
っ
た

体
カ
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
両
日
、

高
森
中
学
校
体
育
館
を
主
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
の
勤
労
者
が
、

ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ

て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

活
力
と
創
造
性
に
満

ち
た
豊
か
な
勤
労
者

生
活
を
実
現
し
よ
う

と
、
労
働
省
や
熊
本

県
、
阿
蘇
郡
十
二
カ
町
村
が
主
催

し
て
行

っ
た
も
の
で
、
今
年
で
四

回
目
に
な
り
ま
す
。

二
十
五
日
は
、
午
後
五
時
二
十

分
か
ら
体
育
館
で
歓
迎
交
流
会
が

行
わ
れ
、
労
働
省
や
熊
本
県
知
事

挨
拶
の
後
、
大
会
副
会
長
の
今
村

町
長
が

「自
然
が
生
き
て
い
る
こ

の
南
阿
蘇
の
秋
路
を
満
喫
し
、
お

も
い
つ
き
リ
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ
し
て

全
国
か
ら
約
諏
人
が
初
秋
の
南
阿
蘇
に
集
合

全

国

勤

労

者

ふ

る

さ

と

交

流

会

心臓負荷テストで健康度をチェックする参加者

約600人が出席した歓迎交流会

観察ゾーンで石碑を調べる参加者

自慢の牛が勢ぞろい

●  ●

●  ●

南阿蘇畜産農業協同組合 (穴見盛雄組合長)主
催の第45回畜産共進会が 9月 18日 、色見・山鳥の

同家畜市場で開かれました。

今年も同畜協管内の 8つの支部から質の高い優

良牛が 4部門に95頭、種馬の部に 8頭、乾燥の部
にも 6点が出品。厳 しい審査を受けました。

町では、遺伝的に優れた、市場価格の高い子牛

が生産でき、畜産経営の向上に努めようと、遺伝

的に優れたメス牛に人為的処置を施 し受精卵を生

産させ、他のメス牛に移植する受精卵移植補助金

制度を設け、優良牛対策を行っています。

本町関係の入賞は次のとおりです。 (敬称略)

【未経産牛】△名誉賞首席 自石福男 △名誉賞
自井年男、自石豊、富永勝也、後藤保幸

【登録牛】△名誉賞 住吉勝也、児玉国広、岩下
一夫

【肉牛】△名誉賞首席 宇藤康博 △名誉賞 津
留孝二、岩下章一、産肉検定センター

【乾草】△名誉賞 洗川畜産部会、岩下綾子、中
園牧野組合

畜協で行われた畜産共進会

(7)

大会に出場した高森小サッカーチームのみなさん

「お
て
も
や
ん
サ
ン
バ
」
の
由
に
合

わ
せ
て
踊
る
参
加
者
の
み
な
さ
ん

（歓
迎
交
流
会
）

下
さ

い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
ベ

ま
し
た
。
引
き
続
き
交
歓
会
に
移

り
、
風
鎮
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、

に
わ
か
、
踊
り
等
を
楽
し
み
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

二
十
六
日
は
競
技
が
行
わ
れ
、

町
内
を
回
る
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
三
つ
の

コ
ー
ス
に
約
８５０
人
が
参
加
、
グ
ル

ー
プ
で
コ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
、

チ

エ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
観
察
ゾ
ー

ン
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
歩
く

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
遠
く
は
北
海
道
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
初
秋
の
高
森
を
満
喫

し
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
ス
優
勝
で
表
彰
を
受
け
る
外
国
青
年
チ
ー
ム
　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
時
間
を
刻
ん
で

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ス
タ
ー
ト

高
森
小
が
南
九
州
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
参
加

南
日
本
チ
ビ
ッ
子
サ
ッ
カ
１
９８
年
大
会

南
日
本
チ
ビ
ッ
子
サ

ッ
カ
ー
大
会
が
八
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
の
六
日
間
、
鹿
児

島
県
桜
島
町
で
開
か
れ
、
本
町
か
ら
高
森
小

学
校
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

桜
島
町
町
政
２０
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
大
会
は
、
南
九
州
の
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
相
互
の
親
睦
と
連
帯
を
深
め
る
と
共

に
、
心
身
の
鍛
練
に
努
め
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
南
九
州
各
県
か
ら

一

六
八
チ
ー
ム
約
二
、
八
五
〇
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

火
山
で
有
名
な
桜
島
町
主
催
の
大
会
と
あ

っ
て
、
火
山
を
有
す
る
南
九
州
以
外
の
県
か

ら
ニ
チ
ー
ム
を
招
待
。
熊
本
県
か
ら
は
高
森

小
、
長
崎
県
か
ら
多
比
良
小
学
校
が
招
待
を

受
け
ま
し
た
。

試
合
は
参
加
全
チ
ー
ム
を
３２
パ
ー
ト
に
分

け
て
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
高
森
小
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
み
ご
と
パ
ー
ト
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
こ
の
後
行
わ
れ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
敗
退
し
た
も
の
の
、
南
九
州
の
チ

ビ
ッ
子
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

戦 醸

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係
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